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概　　　要

　看護職の職業的アイデンティティは看護実践の基盤となるものであり，看護学生の職業的アイデンティティ形成を促す
支援は重要である．本研究では，看護学生の特性自尊感情および職業的アイデンティティを測定し，この両者の関連と経
年的な変化を明らかにすることによって，自尊感情に着目した支援について検討した．その結果，看護学生の自尊感情と
職業的アイデンティティにはやや弱い正の相関を認め，職業的アイデンティティ得点は先行研究と同様，経年的に有意に
低下していた．一方，自尊感情は卒業時に有意に高くなっており，これは臨地実習で能動的態度を求められたり自分の価
値観や思考の特性を見つめながら他者を理解する経験をしたりすることが影響していると考えられた．その結果，繰り返
し他者と自己，看護と自己との比較を促し承認を与えながら看護学生が自分の価値を感じられるような教育的支援が必要
であることが示唆された．

１. 緒　　　言

　近年，少子化が進み一人の子どもにかける期待が高
まる傾向にある．このようななか，仲野ら1)は，大学
生が親からの期待を肯定的に受容するとアイデンティ
ティ形成が促進されることを報告しており，春日ら2)

は親がもつ人間性期待が大学生の自尊感情へ正の影響
を与えると指摘している．しかし，近年，教育制度の
変革や社会経済の影響を受けて看護師養成校への進学
希望者が増加の一途を辿るなか，周囲の期待を感じな
がらも「看護職は自分の仕事」という感覚を見出せず，
職業的アイデンティティの揺らぎや低下をきたしたま
ま看護師としての進路を決定していく看護学生がお
り3-5），さらに上山6)は，約１割の学生が看護職を肯定
的に捉えられずに修了段階を迎えていると報告してい
る．このように，看護学生の職業的アイデンティティ

の形成が不十分であることは多く指摘されているもの
の，介入方法に関する研究成果は少ない現状がある．
　看護職の職業的アイデンティティは，看護実践の基
盤となるものであり，看護を実践するためには看護学
生は知識や技術といった外的変化だけでなく，職業的
アイデンティティの形成という内的変化が必要であ
る． 
　このアイデンティティの形成を進めるためには，多
様な視点に気づかせてくれる他者の存在と，他者の視
点に呑み込まれずに自分と異なる視点を生かす自己の
存在が必要であることが指摘7)されており，言いかえ
れば，他者と自己との相互関係を構築することによる
社会的関係性の獲得が不可欠であるといえる．このこ
とから，職業的アイデンティティと社会的関係性の一
側面である自尊感情との間には関係があるのではない
かと推察できる．しかし，これまで職業的アイデンテ
ィティはアイデンティティの一部として取り扱われて
おり，看護学生の自尊感情と職業的アイデンティティ
との関係を明らかにした研究は，筆者らが知る限り見
当たらない．また，看護学生の自尊感情の経年的変化
を捉えて教育方法を検討しているものは，ほとんどな
い．
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　そこで本研究では，看護学生の特性自尊感情（以下，
自尊感情）と職業的アイデンティティの関係の経年的
変化を明らかにしたうえで，自尊感情と職業的アイデ
ンティティの関係を明らかにする．そして，看護学生
の個人特性の一つとしての自尊感情に着目した職業的
アイデンティティ形成を促す支援について示唆を得た
ので報告する．

２. 本研究の概念枠組みと用語の定義

１）概念枠組み
  Jossseruson（1992）の「アイデンティティ発達の関
係的側面」をもとにアイデンティティと職業的アイデ
ンティティの形成について概念枠組みを作成し，図１
に示した．

２）用語の定義
　本研究では，文献を引用して以下のように用語を定
義する．
アイデンティティ：「自分であること」「真の自分」な
どの意味をもち，他者の中で独自の存在であることを
認めると同時に，過去から現在，未来に至る時間の流
れの中で一貫した自分らしさを維持できている状態8)

職業的アイデンティティ：職業との自己一体意識9)

自尊感情：自己に対する評価感情で，自分自身を基本
的に価値あるものとする感覚10)

３. 研 究 方 法

１） 調 査 方 法
　A短期大学看護科2007年度入学生113名を対象に入
学時（2007年８月）と卒業時（2010年３月）の計２回，
無記名の質問紙調査を実施した．質問紙は性別，自尊
感情尺度，職業的アイデンティティ尺度で構成した．
自尊感情尺度はRosenberg11)の自尊感情尺度を翻訳し
た山本ら12)の自尊感情尺度10項目を用い，解答形式は
「あてはまる＝ 5」から「あてはまらない＝ 1」の５

件法とし合計点を尺度得点とした．また，職業的アイ
デンティティ尺度は波多野ら3)が開発した４『カテゴ
リー』12項目からなる尺度を用い「非常にそう思う＝
5」から「絶対にそう思わない＝ 1」の５件法で回答を
求め得点配置をした．
２）分 析 方 法
　入学時と卒業時の２回の調査を継続できた学生で欠
損値のある者を除いて分析対象とした．尺度ごとに
Cronbach のα係数を算出し内的一貫性を確認したう
えで，Wilcoxon の符号付き順位検定を用いて自尊感情
および職業的アイデンティティの入学時と卒業時の２
時期の差をみた．そして，Spearman の順位相関係数
を算出し，自尊感情と職業的アイデンティティの関係
をみた．分析には SPSS（Ver. 19.0）を使用した．
３）倫理的配慮
　調査対象者に，研究目的と方法について文書と口頭
で説明をおこなった．そして，データは IDを付与し
て統計的に処理し，プライバシーは保持されること，
研究以外の目的では使用しないこと，調査への協力は
自由意志によるもので成績に関係しないことを説明
し，署名をもって同意を得た．

４. 結　　　果

１）属　　　性
　入学時と卒業時の２回継続して調査できた者は76名
（回収率67.3ｵ）で，そのうち欠損値のある者を除く
有効回答を65名から得た（有効回答率85.5ｵ）．性別の
内訳は男性３名（4.6ｵ），女性62名（95.4ｵ）であっ
た．
２）内的一貫性の検証
　自尊感情尺度10項目の信頼性係数は，入学時α
＝.82，卒業時α＝.84と高値を示した．また，職業的
アイデンティティ尺度12項目では入学時α＝.91，卒業
時α＝.93で内的一貫性が認められた．
３）入学時と卒業時の自尊感情得点の比較（図２）
　自尊感情得点の平均値（± 標準偏差）は，入学時
28.94（± 5.684），卒業時33.88（± 5.293）と卒業時
に有意に上昇していた（p＜.01）．さらに，入学時と
卒業時の自尊感情得点の相関をみた結果，有意なやや
強い正の相関を認めた（r＝.500，p＝.000）．
４）入学時と卒業時の職業的アイデンティティ得点の
比較（図３，４）
　職業的アイデンティティ尺度の12項目の平均値（±
標準偏差）は図３に示す通りである．入学時および卒
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図１　概念枠組み
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業時において最も得点が高い項目は「もっと看護の技
術を磨きたい」であった．
　合計得点の平均値（±標準偏差）は，入学時43.71
（± 7.359），卒業時42.05（± 7.532）で卒業時に有意
に低下していた（p＜.05）．そこで，下位項目をみる

と８項目が卒業時に低下しており，このうち「将来看
護師の仕事を長く続けたい（p＝.003）」「もう一度選
ぶとしたらまた看護の仕事を選ぶ（p＝.000）」「高校
生に‘看護師になりたいが’と相談されたら勧める（p
＝.006）」は有意差を認めた．
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卒業時

＊＊：p＜.01（n＝ 65）

＊＊

図２　入学時と卒業時の自尊感情得点の比較
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図３　入学時と卒業時における職業的アイデンティティ下位項目の平均値の比較
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図４　入学時と卒業時の職業的アイデンティティの合計得点の比較
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　一方，有意な差はないものの「看護の仕事は，私に
適している」「看護師として仕事をすることに自信があ
る」「看護の仕事は私の能力をいかせる」の３項目は卒
業時の平均点が上昇していた．
５）自尊感情と職業的アイデンティティの関連
⑴　入学時における自尊感情と職業的アイデンティ
ティの関連（表１）

　入学時の自尊感情得点と職業的アイデンティティの
合計得点では，有意な弱い正の相関があった（r
＝.352,　p＝.004）．自尊感情得点と職業的アイデン
ティティ４カテゴリーの r＝.189～.393で，『職業的自
己関与』『職業人としての自尊感情』『職業人としての
自己向上』の３カテゴリーで弱い有意な正の相関を認
めた（p＜.05）．そして，入学時の自尊感情得点と職
業的アイデンティティの下位項目の相関をみると，「看
護師の仕事は私に適している（r＝.493，p＝.000）」
「看護の道を選んだことに満足している（r＝.373，p
＝.002）」「看護師として仕事をすることに自信がある
（r＝.306，p＝.013）」「看護の仕事は私の能力を活か
せる（r＝.488，p＝.000）」の４項目で有意差を認め
た．
⑵　卒業時における自尊感情と職業的アイデンティ
ティの関連（表２）

　卒業時の自尊感情得点と職業的アイデンティティの
合計得点では，有意なやや強い正の相関があった（r
＝.405,p＝.001）．自尊感情得点と職業的アイデンテ
ィティの４カテゴリーの r＝.241～.446で『職業的自
己関与』『職業人としての自尊感情』『職業への肯定的
イメージ』の３カテゴリーで有意差を認めた（p
＜.05）．さらに，卒業時の自尊感情得点と職業的アイ
デンティティの下位項目では，「将来看護師の仕事を長
く続けたい」「もっと看護の技術を磨きたい」を除く10
項目で有意な弱い正の相関を認めた（r＝.276～.398，
p＜.05）．
⑶　入学時の自尊感情と卒業時の職業的アイデンティ
ティの関連（表３）
　入学時の自尊感情得点と職業的アイデンティティの
合計得点では，有意な弱い正の相関があった（r
＝.247，p＝.047）．また，自尊感情得点と職業的アイ
デンティティのカテゴリーの相関をみると『職業的自
己関与』『職業人としての自尊感情』の２カテゴリーに
おいて有意な弱い正の相関を認めた（p＜.05）．さら
に，入学時の自尊感情と卒業時の職業的アイデンティ
ティの下位項目では，「看護師の仕事は私に適している
（r＝.254，p＝.041）」「看護の道を選んだことに満足
している（r＝.367，p＝.003）」「看護師として仕事を

表１　入学時における自尊感情得点と職業的アイデンティティの相関

入学時自尊感情得点

入
学
時
職
業
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

下
　
位
　
項
　
目

１. 将来看護師の仕事を長く続けたい －.020

２. 看護師の仕事は私に適している .493 **

３. もう一度職業を選ぶとしたらまた看護の仕事を選ぶ .208

４. 高校生に「看護師になりたいが」と相談されたら勧める .158

５. 看護の仕事に誇りをもっている .219

６. もっと看護の勉強がしたい .218

７. 看護の道を選んだことに満足している .373 **

８. 看護師として仕事をすることに自信がある .306 *

９. もっと看護の技術を磨きたい .235

10. 私の子供が看護師になりたいといったら勧める .159

11. 看護の仕事は私の能力を生かせる .488 **

12. 看護に生きがいを感じている .220

カ
テ
ゴ
リ
ー

職業的自己関与　　　　　　　　（下位項目1.2.3.7.11.12）　　　　 .393 **

職業への肯定的イメージ　　　　（下位項目4.10） .189

職業人としての自尊感情　　　　（下位項目5.8） .348 **

職業人としての自己向上　　　　（下位項目6.9） .268 *

合　　　　計 .352 **

*: p <.05　**: p <.01　(n = 65)
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表２　卒業時における自尊感情得点と職業的アイデンティティの相関

卒業時自尊感情得点

卒
業
時
職
業
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

下
　
位
　
項
　
目

１. 将来看護師の仕事を長く続けたい .233

２. 看護師の仕事は私に適している .398 **

３. もう一度職業を選ぶとしたらまた看護の仕事を選ぶ .354 **

４. 高校生に「看護師になりたいが」と相談されたら勧める .278 *

５. 看護の仕事に誇りをもっている .291 *

６. もっと看護の勉強がしたい .276 *

７. 看護の道を選んだことに満足している .353 **

８. 看護師として仕事をすることに自信がある .362 **

９. もっと看護の技術を磨きたい .090 *

10. 私の子供が看護師になりたいといったら勧める .294 **

11. 看護の仕事は私の能力を生かせる .340 **

12. 看護に生きがいを感じている .332

カ
テ
ゴ
リ
ー

職業的自己関与　　　　　　　　（下位項目1.2.3.7.11.12）　　　　 .413 **

職業への肯定的イメージ　　　　（下位項目4.10） .283 *

職業人としての自尊感情　　　　（下位項目5.8） .446 **

職業人としての自己向上　　　　（下位項目6.9） .241

合　　　　計 .405 **

*: p <.05　**: p <.01　(n = 65)

表３　入学時の自尊感情得点と卒業時の職業的アイデンティティの相関

入学時自尊感情得点

卒
業
時
職
業
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

下
　
位
　
項
　
目

１. 将来看護師の仕事を長く続けたい .081

２. 看護師の仕事は私に適している .254 *

３. もう一度職業を選ぶとしたらまた看護の仕事を選ぶ .158

４. 高校生に「看護師になりたいが」と相談されたら勧める .079

５. 看護の仕事に誇りをもっている .241

６. もっと看護の勉強がしたい .128

７. 看護の道を選んだことに満足している .367 **

８. 看護師として仕事をすることに自信がある .253 *

９. もっと看護の技術を磨きたい .041

10. 私の子供が看護師になりたいといったら勧める .205 *

11. 看護の仕事は私の能力を生かせる .285

12. 看護に生きがいを感じている .233

カ
テ
ゴ
リ
ー

職業的自己関与　　　　　　　　（下位項目1.2.3.7.11.12）　　　　 .262 *

職業への肯定的イメージ　　　　（下位項目4.10） .134

職業人としての自尊感情　　　　（下位項目5.8） .324 **

職業人としての自己向上　　　　（下位項目6.9） .135

合　　　　計 .247 *

*: p <.05　**: p <.01　(n = 65)
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することに自信がある（r＝.253，p＝.042）」「看護の
仕事は私の能力を活かせる（r＝.285，p＝.021）」の
４項目で有意差を認めた．

５. 考　　　察

１）自尊感情得点の入学時と卒業時の変化について
　本研究対象者の入学時自尊感情得点28.94 ± 5.684
は，一般大学の女子学生（平均年齢18歳６ヶ月）を対
象とした調査13)の自尊感情得点31.68 ± 7.50より低
く，看護援助実習前の２年次看護学生を対象とした研
究14)の自尊感情得点28.93 ± 6.07とほぼ等値であった．
　Rosenberg が作成した自尊感情尺度は，評価的なフ
ィードバックを与えても得点が変化しないとの報告15)

がある．しかし，本研究対象者の入学時と卒業時にお
ける自尊感情得点を比較した結果，卒業時に有意に上
昇していた．これは，歯科衛生士学生の自尊感情得点
が臨地実習を通じて実習後に有意に高まったという江
田16)の研究結果に類似している．この理由として，看
護学生が臨地実習において能動的態度を求められ，医
療者と協働するだけでなく患者や患者家族との援助的
人間関係を構築しなければならないため，自己価値の
感情が高められ併せて自尊感情得点が上昇した可能性
が考えられる．さらに，アイデンティティの見直しを
行ったものはより深い自己肯定感を獲得する17)といわ
れている．看護学生は入学以降，アイデンティティの
揺らぎを何度も繰り返しながら職業的アイデンティテ
ィを形成することから，この揺らぎによって自身のア
イデンティティの見直しが促され，結果として自尊感
情が高められたと推察できる．これらのことから，教
員は看護学生が在学中に感じるアイデンティティの揺
らぎを自尊感情を高めるための有効な機会として生か
し，看護学生が自分自身と向き合えるよう教育的な働
きかけをすることが重要であると考える．
２）職業的アイデンティティの入学時と卒業時の変化
について
　職業的アイデンティティの合計得点は入学時43.71
± 7.359，卒業時42.05 ± 7.532と入学時の方が有意に
高かった（p＜.05）．先行研究18)に比して，入学時が
やや低値であるものの卒業時はほぼ等値であり，学年
経過とともに低下する点において，先行研究と同様の
結果であった．このように看護学生は，理想の自己に
対し満足に看護が行えない自己に直面化するため，専
門職としてのアイデンティティの形成が脅かされやす
い．しかし，青年期に獲得されたアイデンティティは，

揺らぎと立て直しのプロセスを繰り返して形成されて
いく17)ことを考慮すると，本研究における卒業時の職
業的アイデンティティの低下は，職業的アイデンティ
ティの発達・成熟における重要で不可欠なプロセスで
あると解釈できる．そこで，卒業時には，入学以来の
自分の専門職としての変化を自己評価する機会を設
け，再び職業的アイデンティティの立て直しができる
よう支援する必要性を示唆された．
３）自尊感情と職業的アイデンティティの関連につい
て
　入学時および卒業時の自尊感情と職業的アイデンテ
ィティの間には弱い正の相関を認め，両者に若干の関
係性が窺えた．すなわち，入学時に自分の能力や価値
を高く評価できている学生の方が，自らが看護師にな
ることや看護師として働くことに対する価値，信念を
備えている可能性が高いことが示唆された．一方で，
自尊感情が低い学生は，看護職としてのはっきりとし
た目的や方向性を見出しにくい状況であると推測で
き，教員は，常に学生が自分の目的を明確に意識でき
るように促すなど，職業的アイデンティティ形成の機
会を意図的に提供することが必要であるといえる．そ
して，看護学生が自分の目標を達成できた時には十分
な承認を与え，看護学生自身が自己の専門職としての
能力を高く評価して自尊感情と職業的アイデンティテ
ィが高められるよう支援することが重要であると考え
る．
　また，自尊感情と職業的アイデンティティの４カテ
ゴリーの関連をみると，入学時，卒業時ともに『職業
的自己関与』『職業人としての自尊感情』の２カテゴリ
ーで弱い有意な正の相関を認めた．これより，入学時，
卒業時のいずれにおいても，自尊感情の高さは，看護
師として仕事をすることに対する自信を高めて職業に
コミットメントした自分を感じさせ，「看護の仕事は私
に適している」という感覚や「看護の道を選んだこと
に満足している」という気持ちに影響を及ぼしている
ことがわかる．言い換えれば，入学時に自尊感情が高
い学生は，在学中に困難な学習や体験に対しても自信
を持って臨み，達成感を得ることができるため職業的
アイデンティティの形成が促進される．しかし，自尊
感情の低い学生は，「看護の仕事は私の能力を活かせ
る」と感じにくく，職業的アイデンティティの形成も
阻害されるのである．このため，教員は，入学時の学
生の自尊感情の高低に注目し，自尊感情が低い学生に
対しては小さなことでも看護職として必要とされる経
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験を多く積ませ，必要とされる自負から自分の価値を
高く感じられるよう配慮することが重要であると考え
る．
４）一般化の可能性について
　本研究では，研究の対象を一つの看護系短期大学の
学生に限定し特徴を調査したものであり，一般化する
ためには限界があるが，看護学生の特性自尊感情の特
徴と職業的アイデンティティとの関連を明らかにする
ことができた．近年，看護師養成校は専門学校，短大，
大学など多岐にわたるため，本研究は看護学生全体の
構造を掴むには幅が狭いといえ，今後はさらに対象を
広げ検証していくことが課題である．

６. 結　　　論

　看護学生の特性自尊感情と職業的アイデンティティ
の関連および経年的な変化を明らかにし，自尊感情に
着目した職業的アイデンティティ形成のための教育支
援方法について検討した．その結果，看護学生の自尊
感情と職業的アイデンティティにはやや弱い正の相関
を認め，両者に若干の関係性が窺えた．また，先行研
究と同様，職業的アイデンティティ得点は経年的に有
意に低下していた．一方，自尊感情は卒業時に有意に
高くなっており，これは看護師養成校入学後，特に臨
地実習におけるアイデンティティの揺らぎの経験が影
響していると考えられた．そこで，職業的アイデンテ
ィティの形成を促すための支援として，⑴教員は看護
学生が在学中に感じるアイデンティティの揺らぎが自
尊感情を形成するための有効な機会であることを念頭
におくこと，⑵看護学生が他者と自己，看護と自己と
の比較を通して自分の価値を感じられるように配慮す
ることの重要性が示唆された．
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